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高耐圧デバイスや高効率発光デバイスの基板材料として、窒化ガリウム（GaN）自立結晶の高品質化が

進められている。我々はこれまでに GaN 結晶の多光子励起フォトルミネセンス（PL）測定を行い、

輝度コントラストの変化を利用した貫通転位の三次元イメージング[1]や、励起深さと発光スペク

トル形状との比較による自己吸収スペクトルの評価[2]を行ってきた。本報告では、発光寿命と励

起深さとの相関を、多光子励起による時間分解 PL測定を行った結果に基づいて議論する。 

 c面 GaN基板に波長 700 nmの Ti-Sapphireレーザを集光照射し、励起深さ z（表面を z = 0 m

と定義する）を変化させて時間分解 PLスペクトルを測定した。z = 0 mおよび 20 m における

バンド端近傍の時間積分 PLスペクトルを図 1(a)に示す。GaN結晶は 3.3 eV付近に基礎吸収端を

有するため[3]、z が大きくなるほど発光スペクトルの高エネルギー側が強く減衰される。これに

伴い図 1(b)に示す通り、PL減衰曲

線も z に依存し、発光強度が 1/e

に減衰する時間にて発光寿命を

定量すると、z = 0 mにて 0.48 ns、

z = 20 mにて1.42 nsが得られた。

詳細は、当日発表する。 
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Fig. 1 (a) Time-integrated PL intensity and (b) transient PL 

intensity of a GaN crystal. Black and red lines represent 

PL excited at the surface (z = 0 m) and inside the crystal 

(z = 20 m), respectively. 
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